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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

口
負
担
増
と
公
的
医
療
の
縮

小
が
進
め
ら
れ
た
。
同
時
に

休
業
保
障
を
は
じ
め
健
全
に

運
営
し
て
き
た
自
主
共
済
も

規
制
対
象
と
さ
れ
、
制
度
の

継
続
が
困
難
な
状
況
に
な
っ

て
い
る
。
現
在
、
閉
会
中
審

査
と
な
っ
て
い
る
保
険
業
法

の
「
再
改
正
法
案
」
は
法
人

格
取
得
を
要
件
に
自
主
共
済

を
救
済
す
る
も
の
で
、
臨
時

国
会
で
の
審
議
入
り
と
早
期

　

第
11
回
「
共
済
加
入
者
の

つ
ど
い
」が
４
日
、ホ
テ
ル
大

阪
ベ
イ
タ
ワ
ー 

（
大
阪
市
港

区
）
で
開
か
れ
、
歯
科
・
医

科
共
済
制
度
加
入
会
員
と
そ

の
家
族
、
委
託
生
保
関
係
者

ら
２
７
６
人
が
集
っ
た
。

　

開
会
あ
い
さ
つ
で
伊
津
進

弘
理
事
長
は
、「
構
造
改
革

路
線
に
よ
っ
て
社
会
保
障
全

般
、
と
り
わ
け
医
療
が
大
き

な
影
響
を
受
け
、
患
者
の
窓

第11回共済加入者のつどい

共
済
制
度
加
入
状
況
や
受
給

者
数
・
給
付
額
、
近
年
の
特

徴
点
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　

２
部
・
記
念
行
事
は
、
ジ

ャ
ズ
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
奏
者
の

滝
川
雅
弘
氏
率
い
る
ジ
ャ
ズ

バ
ン
ド
「
デ
ィ
キ
シ
ー
ギ
ャ

ン
グ
」
が
ザ
ッ
ツ
・
ア
・
プ

「
口
腔
内
科
学
的
発
想
に
よ
る
ア
ジ
ス
ロ
マ
イ
シ
ン

の
歯
周
治
療
の
考
え
方
」

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区

日
時　

９
月
25
日
（
土
）
午
後
６
時
45
分
〜
９
時

会
場　

サ
ン
ス
ク
エ
ア
堺　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

王
宝
禮
氏
（
大
阪
歯
科
大
学
歯
科
医
学
教
室
開
発
室

教
授
）　
　

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

日
時　

９
月
25
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
７
時
30
分

会
場　

高
槻
市
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
３
階
研
修
室

定
員　

50
人　
　

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

講
師　

田
村
仁
孝
氏
（
小
松
病
院
歯
科
・
口
腔
外
科
医
長
）

「
い
び
き
外
来
を
担
う
歯
科
医
と
し
て
の
役
割
」

三
島
地
区日

時　

10
月
２
日
・
９
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜
５
時
30

分　
　

講
師　

柄
溝
宗
生
氏
（
協
会
税
理
士
団
）

会
場　

京
橋
・
弥
生
カ
レ
ッ
ジ
Ｃ
Ｍ
Ｃ
・
２
１
６
号
室

　
　
　

Ｊ
Ｒ「
京
橋
」駅「
南
口
」徒
歩
３
分「
大
発
ビ
ル
」２
階

定
員　

25
人　
　

会
費　

会
員
・
家
族
１
万
円（
１
人
に
つ
き
）

「
弥
生
会
計
を
使
っ
た
パ
ソ
コ
ン
記
帳―

初
級
編
」

日
時　

10
月
３
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

講
師　

桂
好
志
郎
氏
（
協
会
顧
問
社
労
士
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

「
間
違
っ
て
ま
せ
ん
か
？ 

我
流
の
給
与
計
算―

こ
れ

が
雇
用
ト
ラ
ブ
ル
の
素
」

日
時　

10
月
３
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
12
時

会
場　

千
里
朝
日
阪
急
ビ
ル
14
階
２
号
会
議
室
（
地
下
鉄
御

堂
筋
線
「
千
里
中
央
」
駅
近
く
）

定
員　

60
人　
　

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

講
師　

柿
本
和
俊
氏（
大
阪
歯
科
大
学
高
齢
者
歯
科
学
講
師
）

「
半
調
節
性
咬
合
器
の
使
い
方
と
そ
の
応
用
」

北
大
阪
地
区

巨大「鉄人28号」の前に集合
する参加者＝８月29日、神戸
市内　　　　　　　　　　　

る
の
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、

商
店
街
か
ら
続
く
Ｊ
Ｒ
「
新

長
田
駅
」
前
に
は
、
全
長
18

ｍ
の
「
鉄
人
28
号
」
の
巨
大

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
あ
り
、
参

加
者
は
そ
の
大
き
さ
に
驚
き

の
声
を
あ
げ
て
い
た
。
ど
ち

ら
も
復
興
と
商
店
街
活
性
化

活
動
の
一
環
と
し
て
神
戸
市

出
身
の
漫
画
家
・
横
山
光
輝

氏
に
ち
な
ん
だ
取
り
組
み
で

あ
る
。

　

な
お
、
長
田
区
に
行
く
途

中
、
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
西
宮
工

場
に
立
ち
寄
り
、
ビ
ー
ル
の

生
産
ラ
イ
ン
を
見
学
し
、
出

来
立
て
の
ビ
ー
ル
を
試
飲
し

た
。

ど
総
勢
38
人
が
参
加
し
た
。

　

目
的
地
で
あ
る
、
阪
神
大

震
災
の
被
災
地
・
長
田
区
で

は
、
特
選
神
戸
牛
に
舌
鼓
を

打
っ
た
後
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
シ
ニ
ア
長
田
」
の
職
員
か

ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
復
興

の
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
な
が
ら
、
長
田
区
商
店
街

を
散
策
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
商
店
街
の
人

々
が
漫
画
「
三
国
志
」
の
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
に
扮
装
し
て
い

レ
ン
テ
ィ
ー
、
聖
者
の
行

進
、
テ
ネ
シ
ー
ワ
ル
ツ
な
ど

の
名
曲
を
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、

コ
ル
ネ
ッ
ト
、
バ
ン
ジ
ョ

戸
牛
を
堪
能
す
る
日
帰
り
バ

ス
ツ
ア
ー
」
を
開
催
し
歯
科

医
師
、
ス
タ
ッ
フ
、
家
族
な

　

協
会
の
大
阪
市
東
部
地
区

は
、
８
月
29
日
、「
阪
神
大

震
災
跡
地
を
め
ぐ
り
特
選
神

257

生
涯
の
宝
物

絵　藤田　進 （河内長野市）

以
上
に
ハ
ー
ド
で
あ
る
。
案

の
定
、
入
部
時
部
員
数
も
少

な
く
、
大
学
３
年
生
の
と
き

に
は
、
消
去
法
で
主
将
も
務

め
さ
せ
て
頂
い
た
。

　

こ
ん
な
に
ハ
ー
ド
な
部
活

で
あ
る
が
、
僕
自
身
の
大
学

生
活
も
充
実
さ
せ
て
く
れ

た
。
一
つ
は
逆
に
ハ
ー
ド
な

部
活
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
そ

れ
を
乗
り
越
え
た
時
に
生
ま

れ
る
充
実
感
で
あ
ろ
う
。
も

う
一
つ
は
、
共
に
過
ご
し
た

Ｏ
Ｂ
の
諸
先
生
、
先
輩
、
後

輩
、
他
大
学
の
友
人
を
含
め

に
所
属
し
て
い
た
。
ご
存
知

の
方
も
お
ら
れ
る
で
あ
ろ
う

が
、日
本
拳
法
と
い
う
の
は
、

剣
道
の
様
な
防
具
を
装
着
し

て
行
う
立
技
、
寝
技
あ
り
の

総
合
格
闘
技
で
あ
る
。
試
合

時
間
は
２
分
間
だ
が
、
防
具

を
つ
け
て
行
う
た
め
、
想
像

年
の
10
月
に
開
業
し
た
。
開

業
は
か
ね
て
か
ら
の
私
の
夢

で
あ
っ
た
が
実
際
し
て
み
る

と
想
像
以
上
に
ハ
ー
ド
で
あ

る
。
患
者
さ
ん
の
こ
と
や
ス

タ
ッ
フ
の
事
、
治
療
の
事
、

経
営
の
事
な
ど
常
に
多
く
の

事
が
降
り
か
か
っ
て
く
る
。

今
ま
で
自
分
が
置
か
れ
て
い

た
立
場
が
ど
ん
な
に
恵
ま
れ

た
仲
間
の
支
え
で
あ
ろ
う
。

　

日
本
拳
法
部
の
デ
ン
タ
ル

は
、
毎
年
８
月
に
行
わ
れ
、

試
合
後
に
は
交
歓
会
が
行
わ

れ
る
。
こ
の
時
は
、
他
大
学

の
部
員
と
も
な
か
よ
く
な
り

交
流
が
深
ま
る
。
大
阪
と
い

う
土
地
柄
の
せ
い
か
、
彼
ら

と
は
卒
業
し
て
か
ら
も
集
ま

る
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
あ

る
。
そ
の
友
人
た
ち
と
過
ご

す
時
間
は
、
仕
事
の
多
忙
さ

を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
か
け

が
え
の
な
い
時
間
で
あ
る
。

本
当
に
自
分
は
多
く
の
人
に

支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
痛

感
す
る
。
こ
れ
は
、
日
本
拳

法
を
通
し
て
で
き
た
私
の
生

涯
の
宝
物
で
あ
る
。

　

話
は
変
わ
る
が
、
私
は
昨

て
い
た
か
、
ま
た
自
分
の
容

量
の
小
さ
さ
に
思
い
知
ら
さ

れ
る
。
そ
ん
な
時
に
い
つ
も

支
え
に
な
っ
て
く
れ
る
の
が

ス
タ
ッ
フ
の
仲
間
で
あ
る
。

ふ
と
思
う
の
だ
が
日
本
拳
法

の
頃
と
似
て
い
る
。
苦
し
い

時
に
支
え
て
く
れ
た
仲
間
た

ち
の
顔
が
浮
か
ぶ
。

　

こ
れ
か
ら
歯
科
を
取
り
巻

く
環
境
は
よ
り
厳
し
く
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
こ

の
苦
難
を
今
の
ス
タ
ッ
フ
と

共
に
乗
り
越
え
て
、
ま
た
生

涯
の
宝
物
を
築
き
あ
げ
て
い

き
た
い
と
思
う
。

　

〝
一
本
‼
〞
と
審
判
が
旗

を
挙
げ
る
の
が
見
え
た
。
次

の
瞬
間
、
試
合
の
勝
利
を
確

信
し
た
が
、
同
時
に
そ
れ

は
、
最
後
の
試
合
を
意
味
す

る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。

　

私
は
、
大
学
時
代
〝
日
本

拳
法
部
〞
と
い
う
格
闘
技
部

山
田　

武
史（
東
住
吉
区
）

　

山
田
先
生
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
次
回
は
山
田

先
生
の
ご
紹
介
で
大
西
崇
先

生
（
河
南
町
）
に
バ
ト
ン
タ

ッ
チ
さ
れ
ま
す
。

震
災
跡
地
で「
鉄
人
28
号
」に
驚
く

大
阪
市
東
部
地
区 

日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー

日
時　

10
月
17
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

佐
久
間
泰
司
氏
（
大
阪
歯
科
大
学
歯
科
麻
酔
学
講
座

准
教
授
）　

会
費　

会
員
３
千
円
、未
入
会
者
１
万
円

「
歯
科
医
療
機
関
に
お
け
る
医
療
安
全
対
策
」

10
月
度
生
涯
研
修

日
時　

10
月
10
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

マ
イ
ド
ー
ム
お
お
さ
か　

８
階
会
議
室

講
師　

田
中
徳
一
氏
（
㈱
日
本
医
業
総
研
）、湧
嶋
慎
一
氏

（
税
理
士
法
人
関
西
合
同
事
務
所
）

会
費　

会
員
無
料

内
容　

開
業
地
選
定
・
資
金
調
達
の
考
え
方
な
ど

※
講
師
ら
に
よ
る
個
別
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
申
し
込
み
時

に
そ
の
旨
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

勤
務
医
対
象「
新
規
開
業
セ
ミ
ナ
ー
」（
医
科
・
歯
科
共
催
）

成
立
が
望
ま
れ
る
。

協
会
・
保
団
連
の
共

済
制
度
を
守
り
発
展

さ
せ
る
た
め
、
加
入

者
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
た

い
」
と
呼
び
か
け

た
。
下
井
戸
昭
介
副

理
事
長
は
、
保
険
医

年
金
の
普
及
結
果
の

ほ
か
、
大
阪
歯
科
の

軽快に演奏するディキシーギャ
ング＝４日、大阪市港区　　　

共済発展へ 協力よびかけ

ー
、
チ
ュ
ー
バ
、
ド
ラ
ム
ス

か
ら
な
る
軽
快
な
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
で
披
露
し
参
加
者
を
大

い
に
楽
し
ま
せ
た
。


